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ゼバス テ イア ン ・プ ラ ン ト

『阿呆船』 序詩 に関す る語学 的考察(3)

大 島 浩 英

要 旨

本稿 で は、 これ まで行 っ て きたSebastianBrantに よる15世 紀末 の風 刺詩 集Das

Narrenschiff(『 阿呆船』)の 序詩に関する語学的考察を、その最終行まで進めていくこ

とにする。対象 となっているテキス トは1494年 発行のものであるため初期新高地 ドイツ

語で書かれている。 したがってそれ以前の中世高地 ドイツ語 と、それ以後の現代語に近

い新高地 ドイツ語の両方の言語的特徴が このテキス ト内には混在 している。

長母音から二重母音への変化、舌の位置が下がることによる母音の変質、頻繁に起 こ

る語末音の消失など音韻面での変化、書記法の揺れによる使い分け、また動詞、形容詞

の変化語尾の不統一 性、さらには枠構造 、副文内での定動詞後置などに関する不完全な

統語法 といったこの時期特有の言語現象が本稿でも見られ、 これらの特徴 を、中世高地

ドイツ語、新高地 ドイツ語、そして現代 ドイツ語 との関係において考察 した。

キ ー ワ ー ド 初 期 新 高 ドイ ツ 語 、 ゼ バ ス テ ィ ア ン ・プ ラ ン ト、 阿 呆 船 、 風 刺 文 学 、 ドイ

ツ語 学

は じめに

15世 紀 末 の ヨー ロ ッパ 。 そ の ドイ ツ語 圏 社 会 の乱 れ た 世 相 を ロー マ ・カ トリ ック の 立

場 か ら 風 刺 し、 戒 め る た め に 書 か れ た の がSebastianBrantに よ る 風 刺 詩 集Das

Narrenschiff(『 阿 呆 船 』)で あ る 。 こ の 詩 集 で は112の 詩 の 中 で 様 々 な タ イ プ の 阿 呆 が

描 か れ る 。 これ らす べ て の 愚 者 を満 載 して 阿 呆 の 国へ 向 か うの が 阿 呆 船(Narrenschiff)

で あ る。 原 則 的 に二 行 一 組 で脚 韻 を踏 む形 式(Paarreim)で 書 か れ た序 詩 の う ち、 前 回

の 拙 稿 で は45行 目か ら89行 目 。Sovilnarrenzusamenbracht"(「 た い そ う多 くの 阿 呆 を
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集めるのには」)ま でを扱ったため、本稿ではこれに続 く90行 目か ら最終行の136行 目ま

でを対象 としてこれらの詩行を、中世高地 ドイツ語、新高地 ドイツ語、現代 ドイツ語 と

比較、分析 しなが ら語学的考察を行う。なお、原文には5行 ごとに行数を付 し、和訳に

際しては韻律 に関係な くで きるだけ逐語訳 を行った。

使 用 テ キ ス ト

原 文:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Studienausgabe.Hg.vonJoachimKnape.Stuttgart

2005.(ReclamsUniversal-BibliothekNr.18333)S109f.

現 代 語 訳:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Ubtrg.vonH.A.Junghans.Stuttgart1964.

BibliographischerganzteAusgabe1992.(Universal-BibliothekNr.899)S.8ff.

上 記 お よ び 次 の 各 テ キ ス トに 付 さ れ た 注 釈 を 適 宜 参 考 に し た 。

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonFelixBobertag.Berlinu.Stuttgart1889.

(DeutscheNational-Litteratur.hg.vonJosephKiirschner,Bd.16)S.7f.

Zarncke,Friedrich:SebastianBrantsNarrenschiff.Leipzig1854.(Hildesheim1961)

S.298f.

略 語:mhd.中(世)高(地)ド イ ツ 語 、frnhd.初 期 新 高(地)ド イ ツ 語 、

nhd.新 高(地)ド イ ツ 語 、lat.ラ テ ン 語

原文
む

Jchhabettwangewachtzunacht

Dodieschlyeffentderjchgedacht

私 は 夜 に た い て い 起 き て い た

1

90

私が思い描いている者たちが眠っていたその夜に

現 代 語 訳

GarofthabichgewachtdieNacht,

Dieschliefen,derenichgedacht,

こ こ で は 現 在 完 了 の 時 制 が 用 い られ て い る が 、 押 韻 との 関係 で 完 了 の 助 動 詞habに 対

応 す る過 去 分 詞 が 文 末 に配 置 され て お らず 、 枠 構 造 が 不 完 全 で あ る と言 え る。ettwanに

つ い て はGrimmのetwanに 。aliquando(=zuweilen,manchmal「 時 お り 」),olim

(ニgewohnlich「 た い て い 」)"と い う両 方 の 意 味 が ラ テ ン語 で 説 明 さ れ て お り、 ま た

Lexerのetewaで はgar、ziemlich、sehrと い っ た 強 調 の 意 味 も あ る た め 、 こ こ で は

gew6hnlich(た い て い)、 あ る い は現 代 語 訳 のgaroft(頻 繁 に)の 意 味 が 妥 当 と思 わ れ る 。
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91行 目文 頭 のdoは 関 係 副 詞 と して90行 目のnachtを 受 け て い るが 、 現 代 語 の 関 係 副 詞
　ラ

woに 対 してFrnhd.で はdaが よ く用 い られ る こ とが 知 られ て い る 。 そ して この 関係 文 中

のdieは 後 続 の 関 係 代 名 詞 に 対 応 す る 先 行 詞 で 、 「そ の 人 た ち 」 を 表 す 指 示 代 名 詞

diejenigenと 考 え られ 、 このdiejenigenを 受 け て 定 関 係 代 名 詞derが 現 れ て い るが 、 これ

は複 数2格 で あ る た め 現 代 語 で はderenと な り語 尾enが 付 加 され る。

定 動 詞 のschlyeffentはBobertagの テ キ ス トに はschleiffentと も記 述 さ れ て お り、3人

称 複 数 過 去 形 で 語 尾 にtが 付 い て い る が 、 こ のtは 本 来sindのdの よ う にMhd.で は 現

在 の 人 称 変 化 で の み付 加 さ れ る もの で あ る 。 この 行 で は この 用 法 が 過 去 の 人 称 変 化 語 尾

に も転 用 され た もの と思 わ れ る 。

こ こ で は 、89行 目のbracht、90行 目のnachtと91行 目文 末 のgedachtと の3行 で脚 韻 を

踏 む。 な おgedachtで は、 押 韻 の た め語 末 のeが 消 失 し て い る 。

OdervillichtbyspylvndwinOdersal3envielleichtbeiSpielandWein,

Sassent/vndwenigdochtentmyn/Wosieweniggedachtenmein;

あ る い は 恐 ら く腰 を 据 え て 遊 び や ワ イ ン に 打 ち 興 じ

私 の こ と な ど ほ と ん ど 意 に 介 さ ず

こ の 行 で はvillicht=nhd.vielleicht、byニnhd.bei(mhd.bi)、win=nhd.Weinな どに 現 代

語 との 問 で 二 重 母 音 化 が 見 られ 、 ま たspyl=nhd.Spie1(mhd.spil)で は 長 音 化 が 見 られ る。

sassentはfrnhd.sitzenの3人 称 複 数 過 去 形 の語 尾 にtが 付 加 され た もの だ が 、 こ れ は

91行 目 と同 様 、 本 来 は現 在 の 人 称 変 化 で の み 現 れ る 現 象 が 過 去 の 人 称 変 化 語 尾 に も転 用

され た もの と考 え られ 、 こ の現 象 はdochtent(<mhd.denken)に も見 られ る。

myn(くmhd.min)はdochtentの2格 目 的語 で 現 代 語 で はmeinerと な る が 、 こ の テ キ

ス トで は まだ 二 重 母 音 化 して い な い 。denkenが2格 目的 語 を と る用 法 は 現 代 語 で も雅

語 と して残 って い る 。 各 文 末 のwinとmynと で 脚 韻 を踏 ん で い る 。

Eynteyljnschlittenumbherfuren
0

Jmschne/dassiewolhalberfruren95

あ る者 た ち はそ りに乗 っ て あ ち こ ち を走 り回 る

ほ と ん ど凍 え死 に そ う な雪 の 中 で

EinTeilinSchlittenfuhrumber

ImSchnee,wosiegefrorensehr;

eyn、teylのyは 現 代 語 で はein、Teilとiで 表 記 さ れ る が 、yは14世 紀 以 来 用 い られ

る よ うに な り、この 例 の よ う にeyな どの 二 重 母 音 で 多 く見 られ る。tey1に 続 く「～ の 中 に」

を 表 すjnな ど は 二 重 母 音 で は な い た めyで 表 記 さ れ て い な い。 ま た 、umbherの 前 半
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umbはmhd.umbeに 由 来 し、 語 源 的 に はum+beiで 本 来 は空 間 的 意 味 を表 す もの で あ る 。

94行 目のf&renは3人 称 複 数 の 人 称 変 化 形 で あ る た め 、 単 数 の主 語Eynteyl(一 部)を 、

これ に 含 ま れ るNarren(阿 呆 た ち)の 意 味 で 複 数 と して と ら え た 変 化 を し て い る。 な

お こ こ で は 、3人 称 複 数 現 在 形 に 付 く語 尾 のtが 付 加 され て お らず 、 同様 の こ とが95行

目の ゜erfrurenにつ い て も言 え る。 ま た 、 こ の 定 動 詞 は 第2位 で は な く押 韻 の た め 文 末 に

置 か れ て い る。

95行 目のdasは 現 代 語 のwoに 対 応 し、schneを 受 け て 場 所 を表 す 関 係 副 詞 と して 機 能

して い る もの と思 わ れ る。f&renと ゜erfrurenとで 脚 韻 を踏 む 。

Eynteylvffkalbl3fussgingensust/

Dieandernrechtenjrverlust

子 供 じみ た振 る舞 い ば か りす る 者 もい る

他 の 者 た ち は 自分 の損 失 を そ ろ ば ん 勘 定

EinTeiltriebKindereienjust;

DieandernschatztendenVerlust,

96行 目は 本 来 「一 部 の 阿 呆 た ち は 、 ま さ に子 牛 の足 取 りで 歩 く」 と い っ た 意 味 に な る

が 、 現 代 語 のKalbに も 「ばか 者 、 子 供 っ ぽ い 人 」 とい う比 喩 的 な 意 味 が あ る よ う に、 こ

こで は 阿呆 た ちの 愚 行 が 、 子 牛 た ち の 浮 か れ 騒 ぎ(ausgelassenheitderkalber)と して

表 現 さ れ て い る。 ま たZarnckeは この 表 現 に 対 し、 。eristentnommenvondemgezierten

gangederjungenstutzer"(「 若 い洒 落 男 の 気 取 っ た 足 取 り」)と い う説 明 を も加 え て い

る 。 なおKnapeは こ の テ キ ス トに 。wieunreifeKalber"(「 未 熟 な 若 者 」)と い う注 釈 を入

れ 、Junghansの 現 代 語 訳 で も 。kalbertenwiedieKinder"(「 子 供 の よ う に ふ ざ け る」)と

い う説 明 を 加 え て い る 。 ま た 、f&ssに は 複 数 を 表 す 語 尾 のeが 消 失 して い る。

gingenに つ い て は3人 称 複 数 過 去 の 人 称 変 化 形 で 表 示 され て お り、 こ れ は94行 目 と同

様 に単 数 のEynteyl(一 部)を 複 数扱 い して い る も の と考 え られ る 。

97行 目のrechtenはrechnetenが 省 略 され た 形 で あ る が 、Zarnckeに よ る と、Brantは

rechnenと 並 ん でrechenを 多 用 し、 他 に もsegenenと 並 ん でsegenも 用 い る とい う記 述 が

あ り、nの 脱 落 傾 向 が 見 られ る。

次 にverlustに つ い て はMhd.で 女 性 名 詞 で あ った もの が 現 代 語 で は 男 性 名 詞 に変 化 し

て い る。Frnhd.の 時期 で は男 性 名 詞 と され るが 、verlustの 前 の所 有 代 名 詞jr(彼 らの)

がmhd.irと 同 様 に無 語 尾 で あ る た め 、 性 別 と格 が 不 明確 な 表 記 に な っ て い る 。 こ こ で

は 現 代 語 のsonstに 対 応 す るsustとverlustで 脚 韻 を踏 ん で い る。
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Densiedentaghettengehan

e

Vndwasjnngewynsdarv13mochtgan

そ の 日に彼 らが 被 っ た(損 失)を

そ して どん な利 益 が そ こ か ら得 られ る か

DersiedesselbenTagsbetroffen,

UndwelchenGewinnsiekonntenhoffen,

Denは97行 目のverlustを 受 け る4格 の 関 係 代 名 詞 で あ る た め 、 こ こでverlustが 男 性 名

詞 で あ る こ とが わ か る。 次 にhettenはhan(=nhd.haben「 持 っ て い る 」)の3人 称 複 数

の 接 続 法 過 去 と考 え られ る が 、Frnhd.で はhanの 過 去 形 にhateと 並 ん でhetが あ り直 説
　ラ

法 と接 続 法 が 区 別 で きな い た め 、 こ の箇 所 の 場 合 も直 説 法 過 去 の 可 能 性 を考 え る こ とが

で きる か も しれ な い 。 そ して こ の 現 在 完 了 の 助 動 詞 に対 応 す る過 去 分 詞 がgehanと い う

形 を とっ て い るが 、 この 他 に もFrnhd.に はgehabt、gehaben、gehebtな どの 語 形 が あ り

一 定 して い な い。 な お 、 語 順 に つ い て は 韻 律 の 関係 でgehanhettenの よ う に定 動 詞 が 文

末 に は 置 か れ て い な い 。

99行 目の 男 性 名 詞 の2格gewynsは この 場 合wasに か か っ て い る と思 わ れ 、 「利 益 の 何

が 」、 つ ま り 「ど ん な 利 益 が 」 とい う意 味 の 主 語 を 表 して い る 。jnnはnhd.ihnenに 対 応

す る3人 称 複 数3格 の 人 称 代 名 詞 で 、 語 中 のeが 脱 落 した 形 で 現 れ て い る。 ま た 、dar

vβのdaは97行 目 のverlustを 受 け て い る と思 わ れ 、 こ れ と文 末 のganと を 組 み 合 わ せ て

,,hervorgehen"(「 出 て 来 る、 生 じ る」)と い う意 味 を表 して い る と考 え られ る 。 な お 、

mocht(<mhd.mugen,mUgen)は 語 末 音eが 消 失 した接 続 法 過 去 形 で 「可 能 」(vermogen)

の 意 味 合 い を表 現 して い る。gehan、ganと で脚 韻 を踏 む。

Oderwiesiemornwoltenliegen

e

Mitgschwatz/verkouffen/manchen

[triegen

皿

100 Oderwiesiemorgenwolltenliigen

MitGeschwatz,verkaufen,andmanchen

[betrugen.

あるいは明日、 どうやって嘘 をつこうか

口車に乗せて どのように売 りつけようか、どうやって多 くの人をだまそうか

現 代 語 で 「明 日」 を表 すmorgenが こ こ で はmornと い う語 形 に縮 約 され て お り、 この

語 につ い て はfrnhd.moren、mhd.morneな どの 形 も見 られ る。

liegenは こ の場 合 、 「嘘 をつ く」 とい う意 味 のmhd.liegen,liugenが そ の ま ま の形 で 使

わ れ た もの で 、 現 代 語 で は 母 音 がie→Uの よ うに 円 唇 化 し、liigenと い う円 唇 母 音 で 定 着

し て い る 。 こ れ と同 様 の こ とが101行 目のtriegenに つ い て も言 え 、 現 代 語 で はtriigenと
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な りie→Uと 母 音 が 変 化 して い る 。 また 、 母 音 の 変 化 に つ い て はverkouffenに も見 られ 、

Nhd.で はverkaufenと な りouか らauへ と舌 の 位 置 が 下 が った 二 重 母 音 へ と変化 し て い く。

liegen、triegenで 脚 韻 を踏 む。

む
Denselbennochzudenckenall

Wiemirjrwys/wort/werck/gefall

そ れ らす べ て を よ く考 え る た め に

彼 らの そ ん な や り方 は い か が な もの か と

Umdiesennachzudenkenalien,

WiemirsolchArt,Wort,Werkgefallen,

nochzudenkenに つ い て はBobertagにnachdenkenと い う説 明 が あ り、 こ の 前 綴 り

nachと の 関係 で 文 頭 のdenselbenと い う3人 称 複 数3格 の 目的語 が 現 れ て い る も の と思

わ れ る。 この よ う な3格 目 的語 を と る用 法 は 雅 語 と して 現 代 語 に も残 っ て い る。

jrwys(ニnhd.ihreWeise)で は い ず れ の 語 に も語 末 のeが 消 失 して お り、 またwysに

はWeiseへ と 二 重 母 音 化 す る 前 の 形 が 見 ら れ る 。 ま たKnapeの 注 釈 に はihreArtund

Weise(「 彼 らの や り方 、 方 法 」)と い う説 明 が あ り、 こ の 中 にwort(「 言 葉 」)、werck(「 行

動 」)を も含 め て、 「彼 らの や り方 が 私 に と っ て どの く らい 受 け 入 れ られ る もの な の か 」

とい っ た意 味 の 表 現 が こ こで は な され て い る よ う に思 わ れ る。 な お 、 後 置 され た 定 動 詞

gefallで は3人 称 複 数1格 の 人 称 変 化 語 尾enが 脱 落 して 押 韻 が 可 能 とな っ て い る。 こ こ

で はal1とgefal1で 脚 韻 を踏 む。

JstWundernit/obichschonofft

Domitmyngdichtnitwurdgestrofft105

Gewachthab/soe13nyemanhofft

そ れ は 不 思 議 な こ と で は な い 、 幾 度 もす で に

自 分 の 詩 が 非 難 さ れ な い よ う に

Habich,keinWunderfists,garoft

Gewacht,warmniemandesgehofft,

DamitmantadlenichtmeinWerk.

寝ずに考えたとしたら、た とえそれを誰 も期待 しなくとも

104行 目の 従 属 接 続 詞obに 対 してBobertagはwenn、dadと い う説 明 を加 え て お り、 接

続 詞 に お い て 意 味 の ず れ が 見 られ る。 ま たdomit(ニnhd.damit)と い う従 属 接 続 詞 で は

現 代 語 と 比 べ てdoか らda、 分 か ち 書 きか ら 一 語 書 きへ とい っ た 変 化 が 見 られ 、 ま た

myn→nhd.meinへ の 二 重 母 音 化 も確 認 で き る。

105行 目のgestrofftはfrnhd.straffen(nhd.strafen)(「 罰 す る、 非 難 す る」)の 過 去 分

の

詞 と考 えられ、助動詞wurdと 組み合 わせて受動表現が行 われている。 なお この場合、

押韻のため定動詞が副文内で後置されていない。
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106行 目のsoは こ の 場 合 、dochを 伴 っ て は い な い が 「た とえ ～ で も」 とい う認 容 を表

現 す る 従 属 接 続 詞 と 読 め る。 ま た 、sを 重 ね 書 き し たeβ(=nhd.es)、nyemanで は、

nhd.niemandの よ う に 語 末 のn,sの 後 に付 くt(d)が 付 加 さ れ る 前 の 形 が 現 れ て い る。

こ こ で はofft、gestrofft、hofftの3行 で押 韻 して い る。

Jndisenspiegelsollenschowen

A皿gschlechtdermenschenmanvndfrowen

こ の 鏡 の 中 を 覗 き 込 ん で も ら い た い

男 も女 も す べ て の 人 間 は

IndiesenSpiegelsollenschauen

DieMenschenalle,Manner,Frauen;

前 述 の よ う にschowen、frowenに お い て 、nhd.schauen,Frauenの よ う に 二 重 母 音au

へ と舌 の 位 置 が 下 が る前 の 段 階 の 形 が こ こ に も見 ら れ る 。 ま た 、gschlechtで はgの 後

にe音 が 語 中 音 消 失 して い る。

次 にmanは この 場 合 「男 」 と い う意 味 で男 性 名 詞 の複 数 と して用 い られ て い るが 、 こ

のmanはMhd.の よ う に不 定 代 名 詞 のmanと 同 形 で あ る た め形 態 的 に は こ れ ら を 区別 す

る こ とは 困 難 で あ る 。 現 代 語 で は 男 性 名 詞Mann「 男 」 と不 定 代 名 詞man「 人 」 が 語 形

で 区 別 さ れ て い る た め 、Mannの 複 数 形 につ い て はMannerと い う強 変 化 が16世 紀 末 頃 に
4)

定 着 した が 、Mannenと い う複 数 形 も 「家 臣」 とい う意 味 の雅 語 で 現 存 して い る 。

ま た書 記 法 に 関 して はBobertagの テ キ ス トにmesche(=menschen),vi(=md),frowe

(ニfrowen)と い っ た 表 記 も見 られ る。schowen、frowenで 脚 韻 を踏 ん で い る 。

Jeeynsichbydemandernmeyn

Diemansintnarrennitallein

男 性 で も 女 性 で も 同 じ こ と

男 だ け が 阿 呆 で は な い

110

Dieeinenmitdenandernichmein':

DieMannersindnichtNarrnallein,

109行 目のbyに はnhd.beiの よ う に二 重 母 音 化 す る前 の形 が 見 られ 、 ま たmeynに は1

人 称 単 数 現 在 の 人 称 変 化 語 尾eが 脱 落 して い る。

こ の行 に つ い てBobertagの テ キ ス トに は 。jedenvonbeiden"と い う注 釈 が 付 け られ 、

男 性 と女 性 の 両 方 と い う説 明 が 加 え られ て い る が 、Zarnckeで はeynsと い う中 性 の代 名

詞 をGeschlecht(性)と 関 連 付 け る の で は な く、 中 性 のmenschと の 関係 で 解 釈 して い る。

中 性 名 詞 と して 用 い られ たMenschに は 「あ ば ず れ 女 」 の よ う に女 性 を蔑 ん だ 意 味 が あ

るが 、17世 紀 で は 中性 のmenschは 女 性 に 限 定 して 用 い られ て は い た もの の 、 女 性 を 蔑

ん だ 意 味 で 用 い られ る こ と は な か っ た。 し たが っ て 中性 のmenschは 、 こ こ で は 両 方 の
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性 を含 ん だ 「人 」 と して の 意 味 で 使 用 さ れ て い る もの と思 わ れ る 。 ま た 、 人 を表 す 不 定

代 名 詞 で は 一 般 にeinerが 用 い られ るが 、Bobertagで は 中 性 のeinsも 非 常 に 一 般 的 に用 い

られ て い た と解 説 され て い る。

110行 目のdiemanは 現 代 語 のdieMannerに 対 応 す る 複 数 形 だ が 、 前 述 の よ う に こ こ で

はmhd.manと 同 様 に複 数 で も無 変 化 の ま ま で あ る。 また これ に続 く定 動 詞sintは 現 代 語

のsindに 対 応 す る もの だ が 、3人 称 複 数 現 在 の 人 称 変 化 で 語 尾 に付 くの はtで あ る た め 、

この 語 形 はsin+t(くmhd.sint)と い う本 来 の 形 で あ る と言 え る。 さ ら に こ の 詩 の19行

目 に はsindt、128行 目に はsyndtと い う語 形 も見 られ る 。 こ こで は 語 尾 のeが 脱 落 した

meynとalleinと で脚 韻 を踏 ん で い る。

らラe

Sunderfindtmanouchnarrinvil

Denichdieschleyer/sturtzvndwile

そ う で は な くて 阿 呆 女 も 多 く見 か け る

そ ん な 彼 女 た ち に 私 は ベ ー ル を

ManfindetauchNarrinnenviel,

DenenichKopftuch,SchleierandWil

111行 目のfindtで は 、 現 代 語 の よ う にdの 後 に 人 称 変 化 語 尾tを 付 加 す る 際 に 挿 入 さ

れ るeが 省 略 さ れ て い る 。 ま た こ こ で もouchに お い てauに 変 化 す る前 のouと い う二 重

母 音 が 見 られ る。enarrinに つ い て は こ こ で は 複 数 形 で 用 い られ て い る と思 わ れ る がnhd.

Narinnenの よ う に 、 女 性 形 複 数 の 語 尾nenが 付 加 さ れ て い な い 。 ま た 、denは 複 数3格

の 定 関係 代 名 詞 で あ る が 、Frnhd.に はden/denenの2つ の 形 式 が あ る た め 、 男 性4格

との 区別 が つ か な い。

次 にZarnckeに よ る と、sturtzと はeigentlichertrauerschleier(「 本 来 は 喪 の ベ ー ル 」)、

またwile(くlat.velum)に 対 して はganzbesondersdernonnenschleier(「 特 に 尼 僧 のベ ー

ル 」)と い う説 明 が そ れ ぞ れ あ り、 後 者 に は、 尼 僧 とい う聖 職 者 の 中 に も阿 呆 が い る と

い う風 刺 が 込 め られ て い る よ う に も思 わ れ る。 この2行 で は 、vi1とwileで 脚 韻 が 不 完 全

で あ る。

MitnarrenkappenhiebedeckMitNarrenkappenhierbedecke.

　ラe

MetzenhantouchannarrenrockAuchMadchenhabenNarrenrocke;

阿 呆 ず きん とい っ し ょ に こ こ で か ぶ せ て あ げ ま し ょ う

尻 軽 娘 も また 阿 呆 の上 着 を 身 に付 け て い る

現 代 語 のbedeckenに 対 応 す るbedeckに つ い て は、1人 称 単 数 現 在 の 人 称 変 化 語 尾e

が 脱 落 して い るが 、 現 代 語 のbedeckenは 「覆 う」 対 象 を4格 目的語 と し、mit～ の前 置
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詞 句 が 覆 う手 段(道 具)を 表 して 、 「～ で も っ て4格 目的 語 を 覆 う」 と使 用 され る。 そ

れ に対 して 原 文 で は 、 覆 う た め の 手 段 を4格 目的語 に と り、 覆 う対 象 が3格 で 表 現 され

て い る 。 した が っ て こ こで は 、 前 綴 りbe一に よ る 目的 語 の 選 択 機 能 が 現 代 語 とは 異 な っ

て い る と考 え られ る 。

ま たhantに お い て はfrnhd.hanの3人 称 複 数 現 在 形 で 語 尾 にtを と っ て お り、 そ して

後 続 のanと 関係 してhant～anで 「～ を 身 に付 け て い る(nhd.anhaben)」 とい う意 味 が

表 現 さ れ て い る。bedeck、erockで 脚 韻 を踏 む 。

皿

Siewellenyetztragenondas115

e

Wasettwanmannenschantlichwas/

彼 女 た ち は 今 で は そ ん な もの で も着 て い る

男 に とっ て さ え も恥 ず べ き もの を

Siewollenjetzttragenoffenbar,

WassonstfurMannerschandlichwar:

115行 目のonは 、 前 行 のanと 同 様 に 副 詞 でtragenと 組 み 合 わ せ て 「～ を着 て い る」 と

い う 意 味 を表 現 して お り、 ま たanとonと い う異 な る形 が 併 存 して い る こ と で 母 音 の 不

安 定 さ が 見 て とれ る 。

wasは 前 行 の 先 行 詞dasを 受 け る 不 定 関 係 代 名 詞 で 、 こ の 関 係 文 中 の 複 数3格 の

mannenに つ い て は、108、110行 目のmanと 同様 に こ こ で もMannernと い う強 変 化 を せ ず 、

古 い弱 変 化 の 形 式 で 表 記 さ れ て い る。 また 、 関係 文 内 で 後 置 され たmhd.sinの3人 称 単

数 過 去 形wasはwarと い う形 で も併 存 して い るが 、 こ れ ら はFrnhd.の 時 代 にwarへ と平 均

化 さ れ現 代 語 に至 っ て い る 。 こ こで はdasとwasで 脚 韻 を踏 む 。

む 　
Spitzschu/vndvl3geschnyttenrock

Dasmandenmilchmercknitbedeck

の

尖った靴に襟が大 きく開いた上着

その結果(そ のため)豊 かな胸 を隠せない

SpitzeSchuh'andausgeschnittneRocke,

Da13mandenMilchmarktnichtbedecke;

117行 目で は 、 形 容 詞spitz、vl3geschnyttenの 格 変 化 語 尾 、 名 詞erockの 複 数 形 語 尾 、 ま

た118行 目で は 動 詞bedeckの 人 称 変 化 語 尾(3人 称 単 数 接 続 法 現 在)の す べ て につ い て 、

そ れ ぞ れ の 機 能 とは 無 関 係 に語 末 音 のeが 消 失 して い る。

次 に 、118行 目 のdasは 現 代 語 のsodassに 対 応 し、 こ の 場 合 は 結 果 の 意 味 を 表 し て い

る も の と思 わ れ る。 ま た語 末 にtが 脱 落 して い るmilchmerckは 「ミル ク 市 場 」 と い っ
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た 意 味 に な る が 、 こ の 語 に つ い て はKnapeに よ る 。Busen"と い う説 明 か ら もわ か る よ

う に、 襟 が 大 き く開 い た 上 着 か ら見 え る女 性 の 豊 か な胸 を茶 化 した 表 現 で あ る と言 え る 。

e
rock、bedeckで 脚 韻 を 踏 む 。

e

Wicklenvilhudlenjndiezopff
e______e

Gro13hornermachenvffdiekopff120

(お 下 げ)髪 に た く さん の 布 切 れ を巻 き込 ん で

彼 女 た ち は 大 き な角 を頭 に生 や して い る

SiewickelnvielLappenindieZopfe

UndmachenHorneraufdieKopfe,

e___e

こ こ で も名 詞zopff、kopffで 複 数 形 の 語 尾e、gro13で 形 容 詞 の 格 変 化 語 尾eが そ れ ぞ

れ 脱 落 して い る 。 ま た現 代 語 の 前 置 詞inに 対 応 す る 語 に つ い て、 この 序 詩 の 中 に はinが

3例 、jnが5例 、jmが1例 、jnnが1例 、jnnが1例 の 語 形 が 見 つ か り、iとjの 書 記 法

が 併 存 して い る 中 でjが 優 勢 で あ る と言 え るが 、 しか し両 者 に何 らか の機 能 的 な使 い 分

け が な さ れ て い る よ う に は思 え な い 。

ま た120行 目のmachenに つ い て 、 本 来 は,,machensie"を 表 すmachensと す べ きで は

な い か とい う指 摘 をZarnckeは 行 っ て お り、 さ ら にGroffhornerに 関 して 、 頭(髪)を

角 の よ うに す る流 行 は す で に古 くか らあ り、 当 時 に お い て そ の流 行 は か な り広 が っ て い

e___e

た とい う説 明 も加 え て い る。 こ こで はzopff、kopffで 脚 韻 を踏 ん で い る 。

Alsobeswereingrosserstier

e

Siegandharwiediewildenthier/

ま るで 大 きな 雄 牛 の よ う に

彼 女 た ち は 野 獣 の ご と くや っ て くる

AlskamdahereinmachtgerStier;

SiegehenumherwiediewildenTier'.

こ こ で はalsobに 導 か れ る 副 文 内 で 定 動 詞 のwer(mhd.sinの 接 続 法 過 去)が 後 置 さ れ

て い な い 。 ま た、 前 行 のgro13で は 脱 落 し て い た 形 容 詞 の 格 変 化 語 尾 につ い て、 こ の 行

で はgrosserstierと い う よ うにgrossに 変 化 語 尾erが 付 加 さ れ て お り、 こ こで は形 容 詞 語

尾 に よ る性 、 数 、 格 の 表 示 機 能 が ま だ未 整 備 な状 態 に あ る と考 え られ る 。

e

gandに 関 して は 、Frnhd.の 時 代 で は幹 母 音 にaとeが 併 存 して お り、 こ の 例 は幹 母

音 がaか らeへ 移 行 す る中 間 的 な段 階 に あ る もの と考 え られ る。 また 人 称 変 化 語 尾 に つ

い て は 、3人 称 複 数 現 在 の 語 尾 に付 加 され るtが こ こ で はsindの よ う にdで 表 記 さ れ 、

人 称 変 化 語 尾 の 表 記 に も揺 れ が 見 られ る。stier、thierで 脚 韻 を踏 む 。
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DochsollenerberfrowenmirDochsollenehrbareFrauenmirschenken

Verzyhen/dannichgantznitjrVerzeihung,dennihrerwillichgedenken

し か し尊 敬 す べ き淑 女 の 方 々 は

私 を お 許 し く だ さ れ 。 な ぜ な ら 私 は 女 性 た ち に

こ こ で はverzyhenに お い て 、nhd.verzeihenの よ うにyか らeiへ の 二 重 母 音 化 が起 こ
　ラ

る前 の 語 形 が 見 ら れ る 。 ま た 、daniの 横 線 に つ い て はmhd.danneに 由 来 し、 後 続 のe

を省 略 した もの か 、 あ る い は 単 に余 剰 表 記 か いず れ か の 可 能 性 が あ る よ う に思 わ れ る 。

jrは3人 称 複 数2格 でgedenckenの 目的 語 と して 用 い ら れ て い る が 、 こ の 形 態 の他 に
　ラ

もihrer、ihren、ihres、ihroと い う 語 形 もFrnhd.に は 併 存 し て い る 。mirとjrと で 脚 韻 を

踏 む 。

む
Gedenckenzukeymargenwyl125WiebilliginkeinerargenArt;

　 む
DenbosenistdochnitzuvilDenbosenaberseinichtserspart,

悪 意 を抱 い て は お り ませ ん

しか し悪 人 ど もに対 して は、 や り過 ぎる とい う こ とな ど な い

125行 目のkeym、Wlは そ れ ぞ れnhd.keinem,Willeと 考 え られ 、 つ ま り現 代 語 の 語 形

で 示 す と、 。zukeinemargenWillen"(「 悪 意 な しに 」)と 書 き換 え られ る。 ま た126行 目

で は、nit(ニnhd.nichts)が 主 語 、edenbosenは 「人 々 」 が 省 略 され た形 容 詞 の 名 詞 化 で

複 数3格 と して 、 「悪 人 に と っ て は何 事 も多 す ぎ る とい う こ とは な い=容 赦 し な い 」 と

い う表 現 に な る。 こ こで はwyl、vi1で 押 韻 して い る。

Derselbenmaneinteilhiefyndt

Diejnhdemnarrenschiffouchsyndt

彼 ら の 一 味 は こ こ に も 見 か け ら れ る

連 中 は 阿 呆 船 に も乗 っ て い る

VondenenmaneinTeilhierfind't,

DieauchimNarrenschiffesind.

derselbenのderは 、 前 行 のedenbosen(悪 人 た ち)を 受 け る 定 関 係 代 名 詞 の 複 数2格

でeinteil(94行 目で はeyntey1)に か か る と考 え られ るが 、現 代 語 に見 られ る語 尾enが

ま だ付 加 され て い な い 。 そ して こ の 関 係 文 の 中 で は 定 動 詞fyndtが 後 置 され て お り、 ま

た128行 目で は、edenbosen(悪 人 た ち)を 受 け る 定 関係 代 名 詞 複 数1格 のdieに 導 か れ
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る関係文においても定動詞syndtの 後置が行われてお り、 これ らの詩行 においては現代

語の文法的枠組みに近づいているもの と思われる。それぞれ後置 された定動詞のfyndt

とsyndtと で脚韻を踏んでいる。

O

Darvmbmitfly13sichyedessuch

む
Fyndte13sichnitjndysembuch130

そ れ ゆ え 、 努 め て皆 が 自分 自 身 を探 して ほ しい

も し こ の 本 の 中 に 自分 の 姿 が 見 つ か らな い と き は

DarummitFlei13sichjedersuche,

UndfindetersichnichtimBuche,

こ こ で も母 音 変 化 に 関 してfly13→nhd.Flei13と い うyか らeiへ の 二 重 母 音 化 が 見 られ る 。

不 定 代 名 詞jedesに つ い て は、 この 場 合 は 「人 」 を表 し 「誰 で も」 とい う意 味 で 用 い ら

れ て い る が 、jederで は な くjedesと 中性 形 に な っ て お り、 また109行 目 で も 「人 」 を表 す

際 に 中性 形 のeynsが 現 れ て い る こ とか ら、 この テ キ ス トで は性 別 を越 え た 中 性 形 で 「人 」

を表 現 す る 傾 向 が 見 られ る 。 そ して こ の こ とは130行 目のe偲 「そ れ 」 に つ い て も言 え、

む む

erは 用 い られ て い な い 。such、buchで 脚 韻 を踏 む。

Somagessprechen/dasessy

Derkappenvnddeskolbenfry

そ れ な ら申 し出 るが よい

自分 に は頭 巾 も こ ん棒 も な い と

Somagersprechen,da13ersei

DerKappeanddesKolbensfrei.

131行 目のesは 前 述 の よ う に2箇 所 と も 「人 」 を 中性 形 で 表 現 した もの と考 え ら れ る 。

また 母 音 変化 に 関 して は、 接 続 法 現 在 のsy(ニnhd.sei)、 次 行 のfry(ニnhd.frei)と もに 、

二 重 母 音 化 前 の 語 形 が こ こ に も見 られ る。deskolbenに つ い て は 、 弱 変 化 して2格 語 尾

のnを と っ て お り、 現 代 語 のdesKolbensよ うに 強 変 化 す る に は 至 っ て い な い 。 そ して

この こ ん棒(kolbe)に 対 してJunghansは 、 阿呆 の しる し(InsigniendesNarren)と い

う説 明 を加 え て お り、鈴 の つ い た 阿 呆 ず きん と並 ん で こん 棒 も また 阿 呆 に象 徴 的 な存 在

で あ る こ とが わ か る。 こ こ で はsyとfryと で脚 韻 を踏 ん で い る。

e

MeintyemantdasjchjnnnitrurWermeint,da13ichihnnichtberiihre,

DergangzunwysenfurdiethurGehzudenWeisenvordieTiire,

自 分 に つ い て は 言 及 さ れ て い な い と 誰 か が 思 っ て い る な ら ば 、

賢 者 の 戸 口 へ 行 き な さ い
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ゼバステ ィアン ・プラ ント 「阿呆船』序詩に関す る語学 的考察(3)

　　ラ

不 定 代 名 詞yemantで はnhd.jemandの よ う にす で に語 尾 にtが 付 加(t-Epithese)さ

れ て い る が 、106行 目の不 定 代 名 詞nyemanに は ま だ この 語 尾 が な く、 両 方 の 語 形 が この

テ キ ス トに お い て併 存 し て い る 。

gangに つ い て はfrnhd.ganの2人 称 単 数 の 命 令 形 で あ る た め 主 語 は不 要 だ が 、 こ こで

は3人 称 主 語 の 指 示 代 名 詞derが 添 え られ た 状 態 で 用 い られ て い る。 この 場 合 は3人 称
i1)

derに 対す る命令 として、定動詞 を接続法現在の形式 にするのが妥 当であろう。また、
む 　

zun=zuden、125行 目のkeymニkeynemの よ う に、 現 代 語 に は な い 省 略 形 も見 られ る。

な お 、furdiethiir,vorderthUr(扉 の 前 へ 、 に)に つ い てZarnckeは 、 これ らの 表 現

がhinaus(外 へ)、draussen(外 で)を 示 す ま っ た く一・般 的 な 表 現 で あ る とい う説 明 を

e_e

加 え て い る 。rur、thurで 脚 韻 を 踏 む 。

む
Vndlydsich/vndsyguterdyng135Geduldesich,seiguterDinge,

By13icheinkappvonFranckfurtbryngBisich'neKappevonFrankfurtbringe!

そ し て 辛 抱 さ れ よ 、 機 嫌 よ く

私 が(阿 呆)頭 巾 を フ ラ ン ク フ ル トか ら持 ち 帰 る ま で

lydsichに つ い て は 、Mhd.のlidenに も同 様 に再 帰 用 法 が 認 め られ る が 、Nhd.のleiden

に は こ の 用 法 は 見 ら れ な い 。 ま た この 語 に お い て も現 代 語 で は母 音 がeiと 二 重 母 音 化 す

る。136行 目のeinは 不 定 冠 詞 の 女 性 単 数4格 で あ る が 現 代 語 の よ う に語 尾 にeが 付 加 さ

れ て お らず 、 これ はMhd.に も言 え る こ と で あ っ て、 不 定 冠 詞 の語 形 か らは 性 と格 を見

分 け に くい 。

最 後 にvonFranckfurtbryngと い う表 現 に つ い て は 、Knape、Junghansと もに,,von

derFrankfurterMesse"(「 フ ラ ン ク フ ル トの 見 本 市 か ら」)と い う注 釈 を 加 え て い る。

Zarnckeに よ れ ば 、Frankfurt、Nordlingen、LeipzigのMessen(見 本 市)は15、16世 紀

で は最 も有 名 な見 本 市 と の記 述 が あ り、 フ ラ ンク フル トは 阿 呆 ず き ん で さ え も手 に 入 れ

る こ との で き る、 最 も説 得 力 の あ る都 市 と して 当 時 の 人 々 に は 受 け入 れ られ た の で あ ろ

う。 こ こ で は、 複 数 の 語 尾eが 脱 落 したdyngと 、 現 代 語 の 語 順 の よ う に 副 文 内 で 後 置

さ れ た 定 動 詞bryngと で 脚 韻 を 踏 ん で い る 。

SebastianBrantの 風 刺 詩 集 『阿 呆 船 』 の 冒 頭 に付 さ れ た序 詩 は、136行 目で 終 わ っ て

い る。 この 序 詩 に 関 し て こ れ まで 個 別 に 行 っ て きた 語 学 的 考 察 を踏 ま え た 上 で 、 序 詩 全

体 か ら言 え る語 学 的特 徴 につ い て の 考 察 は 、 今 後 稿 を改 め て深 め て い きた い 。
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5)nhd.sondern.110行 目 のnitalleinと111行 目 のsunder～ouchで 、 現 代 語 のnichtnurA,

sondernauchB(「Aだ け で は な くBも 」)に 対 応 。

6)Metzen:verachtlichfurMadchen(Bobertag)(「 若 い 女 性 に 対 す る 侮 蔑 」)、madchen

niedernstandes(Lexer)(「 身 分 の 低 い 小 娘 」)。

7)先 の 尖 っ た 靴 に 対 し て ラ イ プ ツ ィ ッ ヒ 大 学 の 評 議 会 は 、1463年 に 禁 止 令 を 公 布 し た と

Zarnckeの 注 釈 に は 述 べ られ て い る 。

8)mhd.danneは こ の 場 合 、 原 因 、 理 由 を 表 すweil(「 ～ だ か ら 、 な の で 」)の 意 味 と考 え られ る 。

9)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 前 掲 書 、69頁 。

10)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 前 掲 書 、57頁 。

11)Mhd.の 接 続 法 現 在 で はge,ga

上 記 以 外 の 参 考 文 献:

Baufeld,Christa:KleinesfruhneuhochdeutschesWorterbuch.Tubingen1996.

Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.

Gartner,Kurt/Steinhoff,Hans-Hugo:MinimalgrammatikzurArbeitmitmittelhochdeutschen

Texten.2.Aufl.Goppingen1977.

Gotze,Alfred:FruhneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlin1967.

Grimm,J./Grimm,W.:DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854‐1971.(dtv5945)

LangenscheidtsHandworterbuch.Lateinisch-Deutsch.Berlin/Munchen1983.

hexer,Matthias:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.Stuttgart1992.

Paul,Hermann:DeutschesWortetbuch.10.Aufl.Tubingen2002.

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonHeinzJoachimFischer.Wiesbaden2007.

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonManfredLemmer.3.,erw.Aufl.

Tubingen1986.(NeudruckedeutscherLiteraturwerke,N.F.,Bd.5)S.4f.

伊 東 泰 治 ・馬 場 勝 弥 ・小 栗 友 一 ・松 浦 順 子 ・有 川 貫 太 郎 編 『新 訂 ・中 高 ドイ ツ 語 小 辞 典 』 同 学

社2001年

S.プ ラ ン ト著 尾 崎 盛 景 訳 『阿 呆 船(上)・(下)』 現 代 思 潮 社1968年

古 賀 充 洋 編 『中 高 ドイ ツ 語 辞 典 』 大 学 書 林2011年

相 良 守 峯 著 『ドイ ツ 語 学 概 論 』 博 友 社1965年

下 宮 忠 雄 編 著 『ドイ ツ語 語 源 小 辞 典 』 同学 社1992年

田 中 秀 央 編 『羅 和 辞 典(増 補 新 版)』 研 究 社1966年

山 口 四 郎 著 『ドイ ツ 韻 律 論 』 三 修 社1973年

一30一




